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安倍元首相の『国葬』に反対し全国津々浦々から共に立ちあがろう記者会見
8 月 10 日 14 時、参議院議員会館で、「安倍元首相の『国葬』に反対する実行委員会」の呼びかけ

で、記者会見が開かれた。

◆アベ元首相の銃撃事件により死亡した。7/19 午前の自民党記者
会見で茂木幹事長は「法律上全く問題ない。国葬は極めてふさわ
しい、適正なやり方だ」「国民からいかがなものかの認識はない」。
高市政調会長ときたら「弔問外交ができる。各国に通知済み」と
正気の差沙汰ではない。国葬は党利党略でしかない。日本の国葬
法は 1947年の昔に失効している。紛れもない事実だ。
国葬報道の直後、NHK の世論調査が発表され反対 38%の数字が

出た。世論の勢いの出鼻を挫く意図的な操作だ。しかし、その後
の共同通信の国葬反対 53%。地方紙では、国葬反対が 60%を超え
る。国葬を閣議決定した 7/22 の首相官邸前の反対行動をきっかけ
に、全国で国葬反対の市民運動が広がり、二分した世論の国葬反
対のうねりが上がった。
◆中曽根元首相は自民党葬だったが、それでも国税を 2億円も出 司会の菱山さん
費した。アベ政権 8.8ヶ月は、戦後民主主義を否定、440万人を超える非正規をつくり貧困・格差を
助長、大企業と富裕層に富を与えた。そんなアベ元首相の国葬は認められない。

【記者会見】14:00
◆菱山南帆子さん（総がかり実行委員会）
アベ元首相が銃撃事件で亡くなった。アベ政権

下の 8 年 8 ヶ月多くの悪政を重ね、相談会に参加
した人たちが立ち上がり闘ってきました。自公政
権、維新は民主主義の冒とく、挑戦だと。民主主
義を崩壊させたのはアベさんです。国葬でアベさ
んの罪状を帳消しにできません。そんな思いで記
者会見開きました。よろしくお願いします。
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左から稲さん・石村さん・大江さん・高田さん

◆高田健さん(共同代表)
「7/22 の国葬閣議決定に反対する集会に 400 名が駆けつけ、8/6 の準備会（45 団体 55 名が参加）
を経て実行委員員会を結成。国葬 9/27 までに 3 つの大きな行動を取り組みをする。また、全国津々
浦々から積み重ね国葬反対のうねりを広げます」。

◆大江京子弁護士(法律家弁護士6団体連絡会)
アベ政権の始まった 2013 年から、6 団体連絡会の活動がスタートした。国葬は「思想信条の自由」
を逸脱する。国民に弔意の圧力をかける。国葬によってアベさんを人神化させる。多くのアベ疑惑
を封じ、国会議論無しで、閣議決定した国葬など認められない。

◆石村修専修大学名誉教授（憲法学者）
私は明治憲法を研究してきました。国葬は明治憲法の時代にできました。戦後が吉田元首相だけ

で、国葬は明治憲法にある特定の思想です。それが突然に「国葬」が出てきた。それで憲法学者に
よる声明を出そうと原案を書きました。明治憲法と日本国憲法のふたつがあり、国葬は日本国憲法
に合わない。吉田茂の例は例外中の例外と考えています。私は一種のクーデターが実行されたと表
いますが、国葬によって、身分制、国葬令の復活を狙うもの。国葬は戦前 21人、戦後 1人。悪き身
分制を復活させてはいけません。

◆稲正樹国際基督大元教授（憲法学者）
憲法学者と市民の交流会がありまして参加しています。今回の国葬はアベ政治の罪状を弱めるの

が目的になっている。政治利用になり億単位の予備費で税金が使われようと
している。アベ政治を批判してきた人たちからの税金も使う。人の死を政治
利用する。国葬断固反対でう。

◆質問
NHK,東京新聞、赤旗の 3 社からあり、共同通信、政党などが同席した。菱
山さんも含めて、実行委員会結成の趣旨と取り組み状況など聞かれ、丁寧に
説明をした。
質問＝実行委員会結成の一番の問題は
◆高田健＝いわゆる戦争法案など、国民の声を無視して強行採決続けてきた。
首相を辞 める間際には「敵基地攻撃」まで土産にしてやめた。国葬などや
めてもらいたい。
◆菱山南帆子＝自民党は霊感商法、違法なことをしていた。とんでもないこ
とをして隠したり、統一教会の思想信条を政策に反映することによって、安
倍政権は金や人の支援を受けていた。このままでは問題がうやむやになって
しまう。法的根拠のない国葬を私たちの声も聞かず、これこそ民主主義の破
壊です。国葬は絶対に反対です。
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JAL解雇争議「解決なくして安全なし」羽田
空港アピール行動!

8月 11日 12:00 、JAL争議の全面解決をめざす実行委員会準備会＆ JHUが主催となって、羽田空
港第一ターミナル到着ロビー前で、羽田空港アピール行動を行った。一部メディアの「JAL 争議解
決」先走り報道もあった中で、当該組合、支援者ら 130 名が集まった。真の解決を目指すために、
帰省ラッシュで賑わう羽田空港で、「JAL解雇争議の全面解決」を訴えるスタンディングをした。
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【JALアピール行動開会】12:00
12 時になるとアピール行動に集まる支援者たちが、「JAL 解雇争議全面解決」のチラシ配布と横

断幕、ボードを掲げ、60分間のスタンディングがスタートした。

解決の着地点は滑走路！閉会13:00
道路を挟んだ駐車場に全員が移動して、JHU 山口宏弥委員長がアピール

行動のお礼と全面解決を目指す決意を述べた。「JAL 解雇争議は解決してい
ません。みんなが納得できる解決の着地点は滑走路です。滑走路以外の解決
はありません」集合写真を前に、山口委員長の力強い決意が発せられた。


